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本
協
議
会
で
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
市
民
が

自
ら
の
問
題
と
し
て
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
育
む
た
め
の

活
動
な
ど
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
を
図
り
な
が

ら
、
人
権
を
尊
重
し
、
心
の
通
う
温
か
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
ま
だ
多
く
の
差
別

や
不
合
理
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
南
丹
市
で
は
、
令
和
４
年
１

月
１
日
に
「
南
丹
市
人
権
を
尊
重
し
多
様
性
を
認

め
あ
う
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
７
年
３
月
に
は
、
こ
の
人
権
条
例
に

基
づ
き
、
人
権
を
尊
重
し
多
様
性
を
認
め
あ
う
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
必
要
な
人
権
施
策
を
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、

「
南
丹
市
人
権
施
策
基
本
方
針
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
権
条
例
の
理

念
や
精
神
に
基
づ
き
な
が
ら
、
人
権
教
育
・
啓
発
の

よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、

積
極
的
な
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

多
様
性
を
認
め
あ
い

共
に
支
え
あ
う
社
会
の
実
現
に
向
け
て

森屋 徹全
もり や てつぜん

令和７年度 役員
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谷 明美
たに あけ み

船越 香
ふなこし かおり

境田 俊之
さかいだ としゆき

白樫 勝昭
しらかし かつあき

副会長 会計 監査

南
丹
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
協
議
会

※ 幹事の掲載を省略しています。
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部
会
長
／
米
津
和
典

副
部
会
長
／
麻
田
和
美

活
動
方
針

☆
市
内
で
行
わ
れ
る
研
修
を
は
じ
め
、
人

権
教
育
講
座
・
各
種
研
修
会
へ
の
積
極

的
な
参
加
の
啓
発
を
行
う
。

☆
人
権
啓
発
推
進
委
員
研
修
会
の
企

画
・
運
営
を
行
う
。

豊
か
な
人
権
感
覚
を
育
み
、
人
権
を
自

ら
の
問
題
と
し
て
意
識
し
、
日
常
生
活
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
適
切
な
行

動
が
と
れ
る
こ
と
が
一
層
大
切
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
の
研
修
に
も
、
ビ
デ
オ
教
材
の

視
聴
や
講
演
を
は
じ
め
、
効
果
的
な
方
法

を
取
り
入
れ
て
研
修
会
を
充
実
さ
せ
、
自

分
の
人
権
と
と
も
に
他
人
の
人
権
を
尊

重
す
る
と
い
う
意
識
を
育
て
る
一
助
と

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

部
会
長
／
片
山
智
文

副
部
会
長
／
前
田
香
苗

活
動
方
針

☆
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
学
び
、

考
え
、
実
践
し
て
い
け
る
よ
う
組
織
・

研
修
を
充
実
さ
せ
る
（
企
業
・
団
体
向

け
セ
ミ
ナ
ー
、
幹
事
会
の
企
画
な
ど
）。

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
、
幸
せ
を

実
感
す
る
。
全
て
の
人
を
温
か
く
受
け
入

れ
る
寛
容
な
心
を
持
つ
。
そ
の
先
に
は
、

優
し
さ
や
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
が

で
き
ま
す
。
人
権
の
尊
重
は
、
人
を
大
切

に
す
る
心
そ
の
も
の
で
す
。
人
権
を
正
し

く
理
解
し
、
お
互
い
を
尊
重
し
あ
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
当
部
会
は
市
内
の
企
業
・

団
体
に
お
け
る
人
権
啓
発
推
進
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
「
優
し
さ
広
が
る
人
権

の
輪
」
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

部
会
長
／
小
泉
顕
雄

副
部
会
長
／
九
笹
智
資

活
動
方
針

☆
人
権
尊
重
の
理
念
を
普
及
さ
せ
、
理
解

を
深
め
る
た
め
、
広
報
誌
等
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
手
段
を
活
用
し
、
市
民
に
情
報

を
提
供
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に

よ
り
、
温
も
り
の
あ
る
人
間
ら
し
い
も
の

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
昨

今
で
す
が
、
広
報
部
会
で
は
、
常
に
人
権

を
強
く
意
識
し
な
が
ら
、

人
の
委
員
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さ
ん
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
活
字

を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
に
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
啓
発
推
進
部
会

広
報
部
会

組
織
連
絡
研
修
部
会

教育啓発推進部会

部会長 米津 和典
よね つ かずのり

組織連絡研修部会

部会長 片山 智文
かたやま ともふみ

広報部会

部会長 小泉 顕雄
こいずみ あき お

部会長から ひとこと
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市
内

の
団
体
等
が
連
携

194

南
丹
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
協
議
会

（
人
推
協
）
は
、
市
内
の
企
業
・
事
業
所
、

教
育
・
福
祉
・
地
域
活
動
・
行
政
の
関
係

な
ど
、
合
わ
せ
て
１
９
４
の
団
体
等
が
参

画
。
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人

権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
問
題
と
し
て
、
人
権
問
題

に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
、
日
常
生
活
の
中
で
豊
か
な
人
権
感
覚

を
育
み
、
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
を
図

り
な
が
ら
、
人
権
を
尊
重
し
、
心
の
通
う

温
か
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
推
協
の
運
営
は
、
会
長
・
副
会
長
（
２

人
）・
会
計
・
監
査
・
幹
事
（

人
）
の

37

役
員
が
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
役
員

に
よ
り
、
人
推
協
の
総
括
と
連
絡
調
整
を

行
う
た
め
の
「
企
画
運
営
委
員
会
」
と
、

①
各
種
団
体
等
の
研
修
会
の
推
進
を
図

る
「
教
育
啓
発
推
進
部
会
」、
②
人
権
尊
重

の
理
念
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
広

報
紙
発
行
等
を
行
う
「
広
報
部
会
」、
③
企

業
や
団
体
等
の
連
携
を
深
め
た
人
権
教

育
・
啓
発
活
動
を
行
う
「
組
織
連
絡
研
修

部
会
」
の
３
つ
の
専
門
部
会
を
構
成
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
ご
と
に
主
任
人
権
啓
発
推

進
委
員
と
人
権
啓
発
推
進
委
員
を
選
出
。

こ
れ
ら
の
委
員
が
啓
発
や
研
修
等
の
推

進
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

人
推
協
は
、
平
成

年

月
に
発
足
。

18

11

今
年
で

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

19

本
年
度
の
活
動
が
始
ま
る

５
月

日
、
南
丹
市
園
部
文
化
会
館

28

で
令
和
７
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
事
業
報
告
や
決
算
報
告
な
ど

に
よ
り
前
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
た

あ
と
、
令
和
７
年
度
の
役
員
、
活
動
方
針

や
事
業
計
画
な
ど
を
決
定
。
本
年
度
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

人推協
じ ん す い き ょ う

南
丹
市

５月 　総会

６月 　幹事会

　第１回　各専門部会（以降、随時開催）

　第１回　企画運営委員会（以降、随時開催）

７月 　南丹市人権教育講座〈第１講〉（教育委員会と共催）

８月 　南丹市人権講演会（南丹市と共催）

　広報紙「ひびき３８号」発行

９月 　南丹市人権教育講座〈第２講〉（教育委員会と共催）

11月 　南丹市人権教育講座〈第３講〉（教育委員会と共催）

12月 　南丹市人権フォーラム（南丹市と共催）

１月 　南丹市二十歳のつどい（記念品配布）

３月 　広報紙「ひびき３９号」発行

教育啓発推進部会関係

６月 　第１回 人権啓発推進委員研修

８月 　第２回 人権啓発推進委員研修

11月 　第３回 人権啓発推進委員研修

組織連絡研修部会関係

　幹事研修

　活動交流会

令和７年度事業計画

事業計画などを決定した令和７年度総会
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人
が
死
な
な
い
防
災

■
釜
石
の
奇
跡

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
で
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
釜

石
（
岩
手
県
釜
石
市
）
の
鵜
住
居
（
う
の
す
ま
い
）
地
区
の
小
・

中
学
生
５
７
０
人
が
全
員
無
事
に
避
難
し
た
こ
と
は
、

「
釜
石
の
奇
跡
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
年
に
一
度
、
小
・

中
学
校
合
同
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
、「
小
学
生
を
先
導
す

る
」「
ま
ず
高
台
に
逃
げ
る
」
こ
と
を
徹
底
。
そ
れ
が
身

に
つ
い
て
い
た
と
い
え
る
。

慰
霊
と
記
憶
の
伝
承
と
し
て
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
「
津
波
が
来
た
ら
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら

に
急
い
で
逃
げ
よ
」
と
い
う
三
陸
地
方
で
昔
か
ら
伝
え
ら

れ
て
き
た
教
え
で
あ
り
、「
釜
石
の
奇
跡
」
も
こ
の
教
え

に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

■
閖
上
地
区
の
事
例

宮
城
県
名
取
市
閖
上
（
ゆ
り
あ
げ
）
地
区
で
は
、
地
震
、
津

波
に
よ
り
多
く
の
死
者
が
出
た
。

逃
げ
遅
れ
た
理
由
と
し
て
は
、「
自
分
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
」
と
の
思
い
込
み
、
危
険
を
軽
視
し
て
し
ま
う
こ
と(

正

常
化
の
偏
見
）、
地
震
に
よ
る
防
災
無
線
の
故
障
、
家
族
・

家
屋
・
ペ
ッ
ト
の
安
否
確
認
を
し
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

助
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、「
津
波
が
来
る
」「
逃
げ
ろ
」

と
い
っ
た
断
定
的
で
命
令
口
調
の
呼
び
か
け
や
、
普
段
か

ら
の
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
（
人
間
関
係
の
大
切
さ
）
が

あ
げ
ら
れ
る
。

災
害
と
復
旧
・
復
興

災
害
と
は
、
突
然
起
こ
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
に
混
乱

を
引
き
起
こ
し
、
計
画
外
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
予

期
せ
ざ
る
生
活
体
験
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、
生
命
や
社
会

生
活
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
。

被
災
域
の
課
題
と
し
て
、
人
命
・
家
財
・
仕
事
・
故
郷

の
喪
失
ヘ
の
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
の

再
建
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
合
意
形
成
が
難
航
す
る

と
、
人
口
流
出
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
困
窮
者
）
に

降
り
か
か
る
災
害
に
つ
い
て
は
、
避
難
が
困
難
に
な
る
場

合
が
多
く
あ
り
、
結
果
と
し
て
災
害
死
亡
者
が
多
く
な
る
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

維
持
・
再
生
・
再
編
に
は
「
す
ま
い
・
し
ご
と
・
く
ら
し
」

の
再
建
が
不
可
欠
。
ま
た
、
地
域
社
会
に
お
け
る
平
時
か

ら
の
文
化
・
社
会
資
源
の
維
持
が
大
切
で
あ
る
。

防
災
へ
の
す
す
め

関
東
大
震
災
で
は
、
デ
マ
の
拡
散
に
よ
る
社
会
不
安
を

背
景
に
、
自
警
団
な
ど
に
よ
る
在
日
朝
鮮
人
へ
の
悲
惨
な

加
害
行
為
が
起
こ
っ
た
。

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
防
災
や
減
災
に
つ
い
て

の
正
し
い
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
防
災
家
族
会
議
を
行
う

こ
と
を
す
す
め
る
。

5 ひびき

参
加
者
か
ら

防
災
家
族
会
議
を
し
て
日
常
的
に
準
備
す
る
大
切
さ
が
よ
く

分
か
っ
た
。
何
が
必
要
な
の
か
は
人
に
よ
っ
て
違
う
の
で
事

前
に
考
え
た
り
、
相
談
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う

時
、
役
に
立
つ
と
分
か
っ
た
。

３
・

の
あ
と
の
こ
の
研
修
は
大
変
有
意
義
だ
っ
た
。
東
北

11

の
被
災
の
様
子
や
助
か
っ
た
事
例
、
助
か
ら
な
か
っ
た
事
例

が
リ
ア
ル
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
分
散
会
で
は
避
難
を
実
体
験

で
き
た
よ
う
に
思
う
。

災
害
は
非
日
常
で
あ
る
も
の
の
、
日
常
と
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
学
ん
だ
。
災
害
時
の
持
ち
物
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
想
定
や
考
え
方
が
異
な
り
、
人
に
よ
っ

て
物
事
の
捉
え
方
が
違
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

助
け
合
う
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
災
害
に
つ
い

て
日
ご
ろ
か
ら
話
し
合
う
こ
と
を
取
り
入
れ
た
い
。

人
を
知
る
、
顔
を
知
る
と
い
う
関
係
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

そ
う
い
う
社
会
で
あ
れ
ば
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

な
く
救
わ
れ
、
避
難
所
運
営
に
も
必
要
な
視
点
が
盛
り
込
ま

れ
る
と
思
っ
た
。

令
和
７
年
３
月

日
、
活
動
交
流
会
を
南
丹

15

市
国
際
交
流
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
交
流
会

に
は
約

人
が
参
加
。
関
西
大
学
社
会
学
部
の

20

内
田
龍
史
教
授
か
ら
「
災
害
と
人
権
」
に
つ
い
て

基
調
提
案
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
の
分
散
会
で
は
、

参
加
者
ら
で
（
仮
想
）
家
族
会
議
を
開
き
、
防
災

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

活
動
交
流
会

災
害
と
人
権
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6月 17日 園部文化会館

6月20日 八木市民センター

6月24日 美山文化ホール

6月27日 日吉胡麻基幹集落センター

研修会は、各区での人権に関する学習活動を推進するために必要な指導者の資質向上を図

ることを目的に開催。４会場合わせて174人が参加しました。

研修内容

・区での研修方法の紹介や事前研修の実施について

・人権問題に対する正しい理解と認識を深める内容について

研修事例

・人権啓発DVDを活用した例

・資料やワークシートを活用した例

・講師を招いた例

・外部の人権教育講座や講演会に参加した例

・人権に関する施設見学の例

DVD視聴 「心をつなぐ、はじめの一歩」

意見・感想

・人権研修は必要だ。区で集まり、研修会を実施していきたい。

・人権研修を行うにあたり研修課題が決めづらかったが、このＤＶＤは理解しやすかった。

・人権研修の機会をもつことで、いろいろなことに気づく。そのために人権教育があることを再認

識した。区でも人権研修を進めていきたい。

7月 5日 園部文化会館

講座には約80人が参加しました。

坂田さんは、アニメ映画をとおして社会にある差別について講演。映画「もののけ姫」を

題材に「当時差別を受けていた人々が描かれている。部落差別は、生まれた場所や住んでい

る場所を理由として行われる差別だ」と説明されました。

さらに、アイヌの人々に対する差別や在日コリアンに対する差別、沖縄の基地問題などに

ついても話されました。

最後に、「過去の差別の歴史から、人はなぜ差別意識にとらわれるのかについて学び、差

別をなくす取組に生かすことが大切である」と締めくくられました。

アニメ映画で考える人権

～明るく楽しい人権学習のすすめ～

世界人権問題研究センター登録研究員

坂田 良久 さん

第
１
講

令和７年度 学びの南丹

南丹市人権教育講座

主任人権啓発推進委員及び

人権啓発推進委員 研修会

第
１
回

区の人権学習に向けて研修（日吉会場）



こちら 南丹市 市民部 人権政策課 です

令和７年３月

人権をめぐる動きと課題
今もなお、全国的にさまざまな人権問題が存在しており、近年では、「障害を理由とする差別

の解消の推進に関する法律」「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推

進に関する法律」「部落差別の解消の推進に関する法律」が施行されるなど、人権問題の解決に

向け、関係法の整備が進められています。

近年は特に、インターネット上の誹謗中傷により、尊い人命が失われる事案が発生するなど深
ひ ぼう

刻な社会問題が生じています。

南丹市がめざす社会
それは「人権が文化として確立された社会（共生社会）」。全ての人が生まれながらにして基本

的人権を持ち、かけがえのない個人として尊重されるものという認識の広がりと高まりのなか

で実現されます。

３つの基本姿勢
①人権感覚・人権意識を高めること

②多様化する人権課題への対応力と課題解決力を高めること

③人権を普遍的な文化へと高めること

施策の推進に向けて
市では、人権施策の推進に向けて、庁内各部局が担当するそれぞれの施策を人権の視点で互い

に確認するなど、部局間の連携とそのための組織体制づくりを進めます。

人権問題の解決は、行政の責務であり、市民共通の課題です。その解決に向けて、行政だけで

なく、市民や地域団体、事業者、関係団体など社会全体で取り組んでいきましょう。

策 定

7 ひびき

この方針は、２０２２（令和４）年に施行した人権を尊重し多様性を認めあうまちづくり

条例に基づき、その実現に必要な人権施策を効果的に推進するための方向性を示す

ものとして策定しました。



南丹市では、人権啓発ＤＶＤ、プロジェクター等を貸し出しています。地域、学校（PTA）、事業所等

の研修会でご活用ください。ここでは、本年度購入するＤＶＤを紹介します。

利用手続については、下記へお問い合せください。

部落差別
～まだあるの？どこにあるの？なくせるの？～

さまざまな著作を通じて、長年にわたり部落問題と向き合い続ける近畿

大学名誉教授の奥田均さん。「まだあるの？どこにあるの？なくせるの？」

という素朴かつ根本的な問いに、分かりやすく丁寧に答える講演は大きな

反響を呼んでいます。（30分）

話す力
～ハラスメントを防ぐ 対話のアップデート～

「セクハラ・アルハラ」「パワハラ」「ケアハラ」をテーマにとりあ

げ、ハラスメントを未然に防ぐために必要な対話をアップデートし、

職場における「話す力」を育むことをめざしたドラマ形式の映像教材

です。（23分）

人権政策課 0771-68-0015 社会教育課 0771-68-0057

窓の向こうへ
～わたしも あなたも大切なんだ～

窓に映し出される3つの物語から考えます。①閉ざされた窓=犯

罪被害者やその家族の人権、②見過ごされる窓=ヤングケアラー、

③無防備な窓=インターネットによる人権侵害（36分）

みんな笑顔になる日まで
～若年性認知症の父と幼い妹と暮らすヤングケアラーの少女～

ヤングケアラーは、負担の大きさによっては、日常生活やその子の

将来に影響を及ぼすことさえあります。若年性認知症になった方は、

本来であれば保たれていたはずの社会的つながりから外れてしまい、

自己の存在意義を見出せず、つらい思いをしていることもあります。

このような支援を必要としている人々のことを正しく理解し、どの

ようにかかわっていくかを考える内容となっています。（30分）

聴く力
～相手を想う 傾聴コミュニケーション～

職場では、多様な背景を持つ従業員が共に働き、さまざまな人権問題

が存在しています。本教材では「障がい者」「外国人」「LGBTQ＋」「部

落差別」「ジェンダー」といった人権課題をテーマに、異なる想いや悩

みを抱える人々に気づき、相手の声に耳を傾けることの重要性を示し

ます。（23分）
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人権啓発ＤＶＤを使って、みんなで研修会


